


4.流 違成分の多■解像度解析

多重解像度解析(式(4))を用いて,流速成分 ど

を各レベルブにおける流速成分″ブと各周波数帯

における変動成分%に 分解した。図
-4に解析結

果の例を示す。ある時FHB帯において,各 周波数

帯の変動成分が全体の変動に対してどの程度寄

与しているのかが定量的に評価されている。

5.各 周波数帯のエネルギーの流下方向変化

次に,各周波数帯の変動成分のエネルギーら
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を図-5に示す。ここで nは時系列のデータ数で

ある.庁5,Ocmにおいては,0.5～1.9Hzの周波数

帯のエネルギーが卓越している.こ れは主流―

凹部境界の混合層において発達する大規模組織

渦の周波数とほぼ同一の値であり,組 織渦の周

波数帯にエネルギーが集中していることが推察

できる。また,高 周波数になるに伴い,各 周波

数帯のエネルギーらは減表していくことが確認

できる.周波数帯 15～30Hzのエネルギーが大き

い値をとるのは,PIVの時間分解能が60Hzであ

り,計 測精度の限界と考えられる。

図-6に,χ方向の各点におけるらの全エネル

ギー島に対する寄与率ろ(=セ/り×100(%))の
ァ方向変化を示す.0。lHz以下の低周波数成分の

寄与率は,凹 部の上流側においてはかなり小さ

な値をとるが,汗 10cm付近から下流側において

は最も卓越する成分となる。これは下流側にお

ける平均流の凹部内へのもぐり込みによる
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図-4 流 速成分 ″の多重解像度解析の例

(χ〓5.Ocm, z=3.Ocml

図-5 各周波数帯における変動成分のエネ
ルギー与分布(メ章5.Ocm,z=3.Oc命

０

６

α

Ｏ
．

ｍ
、
的

００

範

２０

０
拒

，

的

お

～

‐５

３

～

お

や

～

お

０

，

β

幅

～

側

■

～

●

研

～

幅

研
以
下

ものと考えられる。一方,大 規模組織渦の

周波数帯(0,5～1.9Hz)成分の寄与率は,四

部上流側で主要な成分となつている,そ れ

より高周波数の成分の寄与率は,流 下に伴 30

い単調減少して小さい割合となる.こ れら 20

Sユぁ亀寵景轡置各融雫念経言奏盆種患悠 10
渦の周波数帯 (0.5～1.9Hz)から,よ り低周  0

波数 (0.lHz以下)領域へと遷移 しているこ

とがわかる。ウェーブレット変換は,不 確

定性原理による制限が付くが,そ の時間―
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図-6 各周波数帯におけるエネルギー

の寄与率そのメ方向変化
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周波数平面における局在性により,流 れの構造を適切に解析できることが確認された。

豹 1)MttWAVEWTRANSFOMハ DTIIDRAPPLICAmON【 )lUむ uコ 《昼幼欧筋 駒″脇 ,座れ P399457,1'弦

Il-59-2




